
何
で
も
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
力
が
出
て
き
た
。

調
べ
て
よ
か
っ
た
。

し
っ
か
り
命
を
か
ん
じ
る
水
せ
ん
の
花
を

も
う
い
ち
ど
ゆ
っ
く
り
な
が
め
て
み
た
ら

心
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ
た
気
が
し
て

や
っ
ぱ
り
せ
す
じ
が
ピ
ン
と
の
び
た

奨
励
賞

朝
日
小
学
校	

三
年	

西　
谷　
糸　
央

国
高
小
学
校	

三
年	

山　
口　
拓　
海

佳
作四

ヶ
浦
小
学
校	

五
年	

岩　
﨑　
星　
空

織
田
小
学
校	

二
年	

大　
川　
夏　
輝

四
ヶ
浦
小
学
校	

六
年	

三　
上　
士　
湧

詩
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞社

中
学
校	

二
年	

城　
地　
柚　
希

「
白
い
宝
石
」

サ
サ
サ
…

広
い
台
地
に
咲
き
誇
る　
白
く
輝
く
水
仙
を

や
さ
し
く
や
さ
し
く
な
で
て
い
く

白
く
輝
く
花
弁
や　
自
然
を
感
じ
る
緑
の
葉
が

身
を
任
せ
て
静
か
に
揺
れ
る

雲
の
間
か
ら　
日
が
差
し
こ
め
ば

雨
上
が
り
の
水
滴
が　
空
を
向
い
て
る
花
び
ら
が

俳
句
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞城

崎
小
学
校	

五
年	

森　
下　
和　
大

「
水
仙
と
同
じ
海
見
る
ぼ
く
が
い
る
」

奨
励
賞

宮
崎
小
学
校	

一
年	

宮　
本　
　
　
葵

城
崎
小
学
校	

四
年	

道　
前　
涼　
菜

佳
作織

田
小
学
校	

三
年	

鈴　
木　
夢　
唯

織
田
小
学
校	

四
年	

駒　
野　
椿　
季

宮
崎
小
学
校	

四
年	

高　
原　
実　
柚

俳
句
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞朝

日
中
学
校	

三
年	

御　
嶽　
侑　
輝

「
平
成
の
最
後
の
幸
せ
越
前
蟹
」

奨
励
賞

仙
台
市
立
吉
成
中
学
校
二
年	

横　
溝　
麻
志
穂

織
田
中
学
校	

一
年	

田　
中　
琉　
偉

佳
作織

田
中
学
校	

一
年	

泉　
　
　
初　
音

朝
日
中
学
校	

一
年	

千　
秋　
未　
来

宮
崎
中
学
校	

三
年	

江　
端　
は
る
か

　

今
回
で
19
回
目
を
迎
え
た
当
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
詩
部
門
に
４
５
６
編
、俳
句
部
門
に
４
，０
８
０

句
が
寄
せ
ら
れ
、
両
部
門
で
大
賞
、
奨
励
賞
、
佳

作
の
ほ
か
、越
前
町
商
工
会
長
賞
、越
前
丹
生
農

業
協
同
組
合
長
賞
、越
前
町
漁
業
協
同
組
合
長
賞
、

越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞
の
計
58
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

3
月
23
日
に
は
、
越
前
町
営
越
前
体
育
館
で

表
彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
各
賞
の
表
彰
が
終

了
し
た
後
は
、
大
賞
受
賞
者
に
よ
る
作
品
朗
読

と
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
だ
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
受
賞
の
感
想
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。

俳
句
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
賞丹

生
高
等
学
校	

二
年	

寺　
野　
航　
大

「
久
々
の
実
家
で
味
わ
う
カ
ニ
の
な
べ
」

奨
励
賞

丹
生
高
等
学
校	

一
年	

小　
山　
睦　
生

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

牧　
野　
俊　
介

佳
作丹

生
高
等
学
校	

三
年	

高　
原　
紀　
洋

丹
生
高
等
学
校	

一
年	

林　
　
　
洵　
菜

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

和　
田　
智　
矢

俳
句
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞福

井
県
越
前
市	

	

金　
森　
信　
子

「
せ
い
こ
蟹
ほ
ぐ
し
て
供
ふ
七
七
忌
」

奨
励
賞

島
根
県
安
来
市	

	

角　
森　
玲　
子

福
井
県
鯖
江
市	

	

嶋　
田　
富
士
雄

佳
作埼

玉
県
上
尾
市	

	

鈴　
木　
良　
二

福
井
県
福
井
市	

	

畑　
下　
信　
子

兵
庫
県
明
石
市	

	

田　
底　
淳　
子

詩
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞織

田
小
学
校	

三
年	

小　
林　
直　
美

「
ふ
し
ぎ
な
花
」

水
せ
ん
の
花
を
見
る
と

せ
す
じ
が
ピ
ン
と
の
び
る

わ
た
し
だ
け
か
な
…

お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
た

「
水
せ
ん
の
花
っ
て
ど
ん
な
か
ん
じ
が
す
る
？
」

「
な
ん
だ
か
気
持
ち
が
シ
ャ
キ
ッ
と
す
る
よ
。」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
聞
い
て
み
た

「
水
せ
ん
の
花
っ
て
ど
ん
な
か
ん
じ
が
す
る
？
」

「
ひ
か
え
め
だ
け
ど
強
さ
が
あ
る
花
だ
ね
。」

ふ
し
ぎ
な
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
…

よ
し
、水
せ
ん
の
事
を
調
べ
て
み
よ
う
！

『
寒
い
冬
に
海
か
ら
吹
き
つ
け
る
風
に
も
負
け
ず

 

た
と
え
雪
が
ふ
っ
て
も
お
れ
ず

 

曲
が
っ
て
も
雪
が
と
け
れ
ば
起
き
上
が
り

 

り
ん
と
し
て
い
て
あ
ま
い
か
お
り
が
強
い
花
』

わ
た
し
は
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
。

輝
き
を
放
ち
透
き
通
る

心
地
よ
い
風　
空
か
ら
降
り
注
ぐ
暖
か
な
光

輝
き
続
け
る
白
い
絨
毯
が

こ
の
台
地
を
優
し
く
包
み
こ
む

広
い
世
界
に
勇
気
を
く
れ
る

サ
サ
サ
…　
サ
サ
サ
…

耳
を
す
ま
せ
ば
聞
こ
え
る

優
し
く
力
強
い
自
由
の
声

波
に
漂
う
自
然
の
香
り

大
地
に
差
し
こ
む
一
筋
の
希
望

永
遠
に
輝
き
続
け
る　
越
前
の
白
い
宝
石

奨
励
賞

社
中
学
校	

二
年	

猪　
野　
里
三
菜

社
中
学
校	

二
年	

大　
坂　
陽　
菜

佳
作彦

根
市
立
西
中
学
校	

二
年	

後　
藤　
　
　
練

越
前
中
学
校	

一
年	

佐
々
木　
一　
椛

社
中
学
校	

二
年	

藤　
嶋　
亜　
衣

詩
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
賞三

国
高
等
高
校	

三
年	

岡　
本　
未　
久

「
花
言
葉
」

も
う
一
度
愛
し
て
ほ
し
い

こ
の
人
は
今
そ
う
思
っ
て
る

失
恋
し
た
の
？
大
事
な
人
を
失
っ
た
の
？

聞
い
て
あ
げ
た
く
て
も
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
な
い

だ
っ
て
わ
た
し
は

水
仙
だ
か
ら

た
だ
咲
い
て
い
て

い
ろ
ん
な
気
持
ち
の
人
を

見
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い

で
も
、私
の
花
言
葉
知
っ
て
る
？

私
は
白
い
水
仙

私
の
花
言
葉
は
今
の
あ
な
た
の
気
持
ち

「
も
う
一
度
愛
し
て
ほ
し
い
」

私
を
部
屋
に
飾
っ
て
み
る
？

も
う
一
度
愛
し
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
よ
？

あ
な
た
の
恋
を

ず
っ
と
見
守
っ
て
あ
げ
た
い
け
ど

私
の
命
は

冬
し
か
な
い

毎
年
見
守
っ
て
あ
げ
れ
ず
に

土
に
帰
る
の
が
心
残
り
な
の

だ
か
ら

あ
な
た
の
恋
は

私
が
ず
っ
と
見
て
て
あ
げ
る

私
の
甘
い
香
り
が
漂
う
と
き

あ
な
た
に
新
し
い
春
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に

私
が
次
咲
く
と
き
も

私
の
花
言
葉
で

勇
気
づ
け
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
に

冬
限
定
の
何
も
話
さ
な
い

恋
愛
相
談
所

奨
励
賞

県
立
盲
学
校	

三
年	

小　
林　
倫　
大

高
岡
第
一
高
等
学
校　
一
年	

細　
川　
依　
蕗

佳
作尼

崎
高
等
学
校	

三
年	

髙　
寄　
　
　
楓

藤
島
高
等
高
校	

二
年	

和　
田　
彩　
花

三
国
高
等
高
校	

三
年	

渡　
辺　
大　
門

入
賞
者 

大
賞
作
品
テーマ
きもち

特  集

「
越
前

」
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えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

詩
部
門 
（
一
般
の
部
）

大
賞福

井
県
坂
井
市	

	

白　
﨑　
博　
長

「
蟹
の
小
皿
」

母
の
前
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

あ
の
蟹
の
小
皿
は
…
…

そ
れ
が
大
ご
と
か
の
よ
う
に

奥
深
く
へ
と
続
く
記
憶
の
坂
を

次
第
に
ス
ピ
ー
ド
を
増
し
て

駆
け
下
り
て
行
っ
た

下
駄
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
る

威
張
っ
た
顔　
瓜
実
顔　
や
ん
ち
ゃ
顔
が

笏
谷
石
の
通
路
に
並
ん
で
る

七
輪
の
上
の
薬
缶
が
食
卓
の
横
で

ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
ッ
と

ほ
っ
ぺ
を
膨
ら
ま
し

綿
毛
を
放
っ
て
る

せ
っ
せ
と
動
く
二
つ
の
影

父
は
三
杯
の
蟹
の
足
に

出
刃
包
丁
を
縦
に
入
れ

母
は
蟹
の
爪
で

足
の
先
の
先
ま
で
身
を
出
し

大
根
お
ろ
し
に
和
え
る

味
付
け
は
父

醤
油　
酢
と
…
…

母
は
大
鉢
か
ら

赤
い
箸
で
七
つ
の
小
皿
に

無
造
作
に
の
せ
て
い
く

で
も　
小
皿
の
嵩
は　
み
な
同
じ

縦
か
ら　
横
か
ら　
斜
め
か
ら
視
て
も

ば
く
は
箸
で
小
さ
く
つ
ま
み

舌
に
の
せ
る　
ま
た　
小
さ
く

味
蕾
で

オ
ル
ゴ
ー
ル
が
鳴
っ
て
い
る

ご
馳
走
の
と
き
に
限
っ
て

母
の
前
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

胸
に
差
す
朧
気
な
光
が

下
駄　
七
輪　
薬
缶
と

暮
ら
し
て
た

母
の
持
つ
ラ
ン
プ
灯
の
よ
う
な
気
が
し
て

親
と
な
っ
て　
三
十
八
年

気
持
ち
の
底
で

そ
の
鈍
色
の
光
は

小
さ
く
小
さ
く
瞬
い
て
い
る

奨
励
賞

埼
玉
県
北
本
市	

	

安　
原　
輝　
彦

福
岡
県
朝
倉
市	

	

感
王
寺　
美
智
子

佳
作京

都
府
南
丹
市	

	

西　
川　
勝　
美

岐
阜
県
岐
阜
市	

	

後　
藤　
　
　
順

京
都
府
京
都
市	

	

戸　
田　
和　
樹

越
前
町
商
工
会
長
賞（
俳
句
部
門
）

宮
崎
小
学
校	

一
年	

中　
村　
歩　
愛

川
越
市
立
福
原
中
学
校

	

二
年	

渕　
名　
萌　
永

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

太　
田　
愛
有
未

越
前
丹
生
農
業
協
同
組
合
長
賞（
詩
部
門
）

四
ヶ
浦
小
学
校	

五
年	

田　
中　
莉　
穂

越
前
中
学
校	

三
年	

親　
崎　
智　
乃

奥
越
特
別
支
援
学
校	

一
年	

相　
原　
由　
果

越
前
町
漁
業
協
同
組
合
長
賞

俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

　
東
京
都
府
中
市	

	

札　
場　
靖　
人

詩
部
門（
一
般
の
部
）

　
福
井
県
坂
井
市	

	

細　
川　
正　
章

越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

　
福
井
県
越
前
市	

	

中　
山　
昭　
子

詩
部
門（
一
般
の
部
）

　
福
井
県
福
井
市	

	

山　
下　
菜　
香

（
学
校
名
・
学
年
は
表
彰
式
当
時
の
も
の
で
す
。）

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

　
本
年
度
の
教
育
相
談
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
所
長・教
育
相
談
員　
塚
本　
長
栄
（
再
任
）

　
教
育
相
談
員　
藤
澤
し
の
ぶ
（
再
任
）

　
教
育
相
談
員　
上
田　
芳
江
（
再
任
）

　
越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
に

行
き
た
い
の
に
行
け
な
い
児
童
生
徒
を
支
援
す

る
た
め
に
「
は
ば
た
き
教
室
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
会
話
、
遊
び
、
学
習
支
援

な
ど
の
活
動
を
通
し
、
子
ど
も
の
心
の
居
場
所

を
つ
く
り
、
集
団
活
動
へ
の
自
信
を
は
ぐ
く
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
保

越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ば
た
き
教
室
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

護
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
に
「
教
育
相
談
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
状
況
の
改
善
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

場
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
小
・
中
学
生
、
保
護
者

時
　
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
2
時

　
　
　
　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ
先

　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ば
た
き
教
室
」

　
☎
３
４‒

８
７
１
８

　
3
月
16
日
、
ア
オ
ッ
サ
で
伝
統
的
民
家
群
保

存
活
用
推
進
地
区
の
指
定
書
交
付
式
が
行
わ

れ
、
中
区
が
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
3
月
28
日
に
は
、
中
区
の
宇
野
義
信

区
長
と
水
嶋
英
雄
副
区
長
が
来
庁
さ
れ
、
内
藤

町
長
に
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
中
区
は
、
切
妻
屋
根
で
妻
壁
が
柱
と
梁
の
格

子
組
で
漆
喰
塗
と
な
っ
て
い
る
、
福
井
の
伝
統

的
民
家
に
該
当
す
る
家
屋
が
集
積
し
て
お
り
、

昔
な
が
ら
の
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
集
落
の
景
観
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

中
区
が
伝
統
的
民
家
群
保
存
活
用
推
進
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

▲受賞の喜びを報告した宇野区長（中）、水嶋副区長（右）

特  集

青 

柳
　
良 

彦

米 

沢
　
康 

彦

北
島　
忠
幸

◇
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会 （
7
人
）

　
◎
笠
原　
秀
樹　
　
〇
南　
ゆ
か
り

　
　
木
村　
　
繁　
　
　
青
柳　
良
彦

　
　
齋
藤　
　
稔　
　
　
佐
々
木
一
郎

　
　
髙
田　
浩
樹

◇
産
業
土
木
常
任
委
員
会
（
6
人
）

　
◎
藤
野　
菊
信　
　
〇
北
島　
忠
幸

　
　
𠮷
村　
春
男　
　
　
伊
部　
良
美

　
　
田
中
太
左
ヱ
門　
　
　
米
沢　
康
彦

◇
議
会
運
営
委
員
会
（
6
人
）

　
◎
木
村　
　
繁　
　
〇
伊
部　
良
美

　
　
笠
原　
秀
樹　
　
　
佐
々
木
一
郎

　
　
藤
野　
菊
信　
　
　
南　
ゆ
か
り

◇
議
会
広
報
特
別
委
員
会 （
7
人
）

　
◎
𠮷
村　
春
男　
　
〇
髙
田　
浩
樹

　
　
北
島　
忠
幸　
　
　
木
村　
　
繁

　
　
伊
部　
良
美　
　
　
齋
藤　
　
稔

　
　
南　
ゆ
か
り

　
議
　
長

　
副
議
長

　
議
会
選
出
監
査
委
員

　
委
員
会
構
成
　
◎
：
委
員
長
○
：
副
委
員
長

議
長
お
よ
び
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

越
前
町
議
会
議
長
　
　
青
柳
　
良
彦

越
前
町
議
会
副
議
長
　
米
沢
　
康
彦

　

こ
の
た
び
、
4
月
12
日
開
催
の
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議

長
お
よ
び
副
議
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
職
責

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
は
、
議
会
の
代
表
と
し
て
全
力
を
注
ぎ
、

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
確
実
に
進
む
中
で
、
誰
も
が
住
み

た
い
と
思
う
、
人
を
惹
き
つ
け
る
環
境
を
本
町

に
ど
う
実
現
し
て
行
く
の
か
。
ま
た
、
防
災
安
全
、

地
域
公
共
交
通
、
地
域
福
祉
そ
し
て
教
育
環
境

な
ど
本
町
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
向
か
っ

て
適
正
か
つ
安
定
的
に
提
供
す
る
な
ど
、
検
討

す
べ
き
課
題
が
多
数
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
聴
い
て
、
行
政
と
議

論
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
と
議
会

と
の
距
離
を
縮
め
て
、
課
題
の
解
決
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
町
議
会
は
、
町
民
の
皆
様
の
多
様
な
意
見
を
町

政
に
適
切
に
反
映
さ
せ
る
責
務
を
担
い
、
今
後

と
も
全
議
員
が
そ
の
役
割
を
深
く
認
識
し
、
様
々

な
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会 （
13
人
全
員
）

　
◎
佐
々
木
一
郎　
　
〇
𠮷
村　
春
男

◇
原
子
力
発
電
安
全
対
策
特
別
委
員
会
（
13
人
全
員
）

　
◎
髙
田　
浩
樹　
　
〇
田
中
太
左
ヱ
門

　
4
月
12
日
に
召
集
さ
れ
た
平
成
31
年
第
1
回
越
前
町
議
会
臨
時
会
で
、
正
副
議
長
お
よ
び
議
会
選

出
監
査
委
員
、
各
委
員
会
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
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